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親愛 な る ムスリム の 皆様 。 そ れ ぞ れ の 人 に 知 
性 が ある よう に 、 文 明 に も それ ぞ れ の 「 知 」 が あ 
り ま す 。 人 の 知性 の 容量 、 そ の 使い 方 、 そ の も た 
ら す も の が それ ぞ れ に 異な る よう に 、 文 明 に お け 
る それ も 、 そ れ ぞ れ に 異な り ま す 。 

ある 文明 の 知性 に つい て 言及 する こと は 、 そ 
の 文明 が 、 神 と 、 人 間 と 、 自 然 に お ける 結び つき 
の 順番 を どの よう に 把握 し て いる か に つい て 言及 
する こと で す 。 ギ リシア ・ 西 洋 の 文明 と 、 イ スラ 
ー ム 文明 と の 間 の 根本 的 な 違い は ここ に あり ます 。 

ギリ シア ・ 西 洋文 明 に お いて は 、 そ の 順番 は 
「 人 間 一 自然 一 神 」 と な り ま す 。 人 が 最も 重要 な 
要素 で あり 、 神 は 忘れ られ える 要素 と な っ て いる 
の で す 。 こ の 考え 方 は 、「 無 は 無 を 生み 出す 」 と 
いう 概念 に 基づく も の で 
す 。 振 る 舞い は 知識 か ら 
道徳 へ と 反映 され ます 。 
ここ で は 人 間 が 能動 的 で 
あり 、 神 が 受動 的 な の で 
す 。 神 が 与え る も の は 信 
託 と な り 、 信 託 で ある 場 
合 は あと で その 勘定 が 問 
われ ます 。 神 か らむ りや リ 


り 取 る と 見 な す な ら 、 人 


な り ま す 。 目 然 は 、 人 間 
の 支配 の 明らか な 対象 と 
な る の で す 。 

イス ラー ム の 知性 に お いて この 順列 は 「 ア ッ 
ラー 一 人 間 一 自然 」 と な り ま す 。」 主 要 な 要素 は 
アッ ラー で あり 、 ア デッラ ー は 存在 の 源 、 中 心 、 そ 
し て 存在 させ る お 方 で す 。 能動 的 で あり 、 ど こ に 
あっ て も 、 い つ で も 、 今 、 こ こ に あっ て 存在 され 
る お 方 で す 。 こ の 概念 で は 、 ア ッ ラ ー は 無 か ら 存 
在 を 作り 出さ れ 、 振 る 舞い も 道徳 か ら 知識 へ と 影 
箕 し て いき ます 。 こ の 考え 方 に お いて 受動 的 で あ 
る も の は あり ませ ん 。 生命 を 持つ も の 、 持 た な い 
も の と いう 絶対 的 な 区 別 は あり ませ ん 。 アッラー 
が 絶対 的 な 支配 者 で あり 、 王 で あら れる の で す 。 
誰 も や アッ ラー か ら 何 か を 盗む や こと は で きず 、 ア ッ 
ラー は 望む 者 に 信託 と し て 与え られ ます 。 自然 も 
また 、 ア ッ ラ ー が し も ゃ も べた ちの 為 に 人 間 に 与 えら 
れ た 信託 で す 。 人 は ご 自身 の 為 に 創造 され 、 自 然 
は 人 間 の 為 に 創造 され た の で す 。 人 は この 信託 を 
異 切り 、 そ れ に 応じ た 結果 を 迎え た り 、 そ の 信 託 
を 誠実 に 扱い 報 遂 を 与え られ た りす る の で す 。 こ 


の 知 を 体現 され た 預言 者 ムハンマド は 、 し ば し ば 、 
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親友 を 訪問 され る か の よう に ウフ ド 山 を 訪問 され 
て いま し た 。 そ れ に 対し て 驚い た 人 々 に 、 次 の よ 
うに 答え られ まし た 。 「 そ う 、 ウ フ ド は 一 つの 巾 
で ある 。 し か し 私 た ちら は こ の 山 を 愛す る し 、 こ の 
山 は 私 た ち を 愛す る 。」 ま た 教 友 の 一 人 は 次 の よ 
う に 伝承 し て いま す 。 ! 預 言 者 と 共に 礼拝 所 か ら 
出 た と ころ で し た 。 そ の 時 、 隆 っ て くる 雨 に 向 か 
っ て 進ま れ 、 服 を 雨 に 向け られ まし た 。 私 た ち は 
何 を な さっ て いる の か と 誠 ね まし た 。 預言 者 は 
「 こ の 雨 の 、 ア ッ ラ ー と の 契約 は 私 と の も の より 
も 新しい 。 私 も そこ か ら 効 果 を 得 て い る の だ 。』 
と 答え られ まし た 。」 

親愛 な る 上 兄弟 姉妹 の 皆様 。 西洋 の 思想 に よる 
な ら 、 角 え が 普 遍 的 で あり 、 糧 は 不 十 分 で す 。 そ 
の 為 「 よ り 多 く を 求め よ 」 
と いう スロ ー ガ ン の も と 、 
種 の 遺伝 子 が 組み 替え られ 
た り 、 生 態 系 に 干渉 が 行 な 
われ た り 、 合 成 肥料 に よっ 
て 土 壊 が 疲 敵 させ られ 、 や 
せ 細 っ た り し て いる の で すず す 。 
私 た ちの 信じ る と ころ に よ 
る な ら 、 全 て の 子供 は 自ら 
の 糧 を 持っ て 生ま れ て きま 
す 。 
一 部 の 人 々 は も は や 、 

「 虫 が いる りん ご で も 、 忠 
が いる マル メロ で も いい 、 

ホル モン 剤 が 入っ て いた り 、 有 毒 で や っ た り し な 
けれ ば 。」 と いう よう な 状態 な の で す 。 

クル アー ン は 、 多 く の 牧 所 で イチ ジ ク や オリ 
ー ブ 、 山 征 平原 、 天 空 や 大 地 、 夜 や 昼 、 単 独 の も 
の 、 つ が いで ある も の 、 走 り 去 る も の 、 逃 げ 惑 う 
も の な ど 、 非 常に 多く の も の に 対し 誓い を た て て 
いま す 。 これ ら は 神聖 な も の が 様々 な 事象 と 結び 
つく こと を 示し ます 。 

オス マン トル コ の 人 々 は 、 イ スタ ン ブ ー ル の 
ウス クダ ル に ある ハレ ム 地 区 を 、 マ ッ カ や マデ ィ 
ー ナ の 兄弟 に あたる 町 と 宣言 し て いま し た 。 人 々 
は そこ に ある 木 を 切る こと すら 罪 と 見 な し て いま 
に 

糧 は アッ ラー に よる も の な の で す 。 この 糧 は 
元々 私 た ちの 財産 で は な く 、 僅 大 な る アッ ラー に 
預け られ た 信託 で す 。 信託 に 誠実 で や る た め の 最 
も 重要 な 努め は 、 全 世界 を 「 ハ レム 」、 す な わ ち 
尊敬 に 値する 、 と いう 状態 に する こと な の で す 。 
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